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【緒言】Na2ZnSn5には準安定相（hP相，空間群 P6122，図 1）

と安定相（tI相，空間群 I4̅2d，図 2）の多形が存在し，両相と

もに Znと Snで構成される骨格構造内のトンネル空間に Naサ

イトが位置した結晶構造が報告されている 1)．最近，hP相と同

型構造でトンネル構造を有した Na2+xTr2+xSn4−x (Tr = Al, Ga)の焼

結体試料が，室温近傍で n 型の高い熱電特性（Tr = Al : ZT = 

0.15, Tr = Ga : ZT = 0.98）を示すことが明らかにされた 2, 3)．こ

れらの化合物と同型または類似構造の Na2ZnSn5の両相は高い熱

電特性を示すことが期待されるが，これまで熱電特性の報告例

はない．本発表では，Na2ZnSn5の hP相および tI相のインゴット

試料を作製し，それらの熱電特性を調べた結果を報告する． 

【実験】大気中で Znと Snを，Ar雰囲気のグローブボックス内

で Naを，Na : Zn : Sn = 2 : 1 : 5のモル比に秤量した後，Ar雰囲

気中で BN製の坩堝の中に投入し，ステンレススチール製の容器

内に封入した．これらを電気炉で 773 Kで 10 h加熱した後，室

温まで炉冷して hP相のインゴット試料を作製した．tI相の試料

は，703 Kで 10 h加熱し，−0.5 Kmin−1の速度で徐冷した後に 523 

Kで 48 hアニールすることで得られた．粉末 XRD法により試

料中の生成相を同定した．試料の電気伝導率(σ)，ゼーベック係数(S)，および熱伝導率(κ)を，それ

ぞれ直流四端子法，温度差起電力法，およびホットディスク法を用いて Ar 雰囲気中で測定した． 

【結果】作製された hP 相および tI 相のインゴット試料の密度は，各相の理論密度とほぼ等しか

った．hP相試料の 295 Kにおける電気伝導率(σ)，ゼーベック係数(S)，および熱伝導率(κ)は，それ

ぞれ 1.07×105 S m−1, −111 μV K−1, および 1.87(2) W m−1 K−1であった．また，tI相試料の 295 Kでの

σ , S, および κは，2.76×102 S m−1, −455 μV K−1, および 0.61(1) W m−1 K−1であった．これらの測定

値から算出される hPおよび tI相試料のパワーファクター(PF)と無次元性能指数(ZT)は，それぞれ

1.3×10−3 W m−1 K−2(PF)と 0.21(ZT)，および 5.7×10−5 W m−1 K−2(PF)と 0.03(ZT)であった． 
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図 1  hP-Na2ZnSn5の結晶構造. 

図 2  tI-Na2ZnSn5の結晶構造. 
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